
⇔
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』
を
公
表

　
　
大
学
、
短
大
、
高
専
で
の
障
害
学
生
受
け
入
れ
に
必
要
と
な
る
支

　
　
援
策
の
情
報
を
紹
介

　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
J
A
S
S
O
）
は
、
平

成
一
八
年
九
月
四
日
に
全
国
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

（
以
下
大
学
等
）
を
対
象
と
し
た
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』
を

公
表
し
ま
し
た
。

圏
必
要
と
な
る
支
援
内
容
を
障
害
種
別
、
レ
ベ
ル
別
、
対
応
場
面
別
に

　
『
覧
で
見
ら
れ
る

　
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』
（
．
－
）
は
、
大
き
く
分
け
て
「
（
一
）

サ
ー
ビ
ス
（
ソ
フ
ト
）
」
「
（
二
）
建
物
・
設
備
・
備
品
（
ハ
ー
ド
）
」
「
（
三
）
体

制
」
の
三
つ
の
「
一
覧
ぺ
ー
ジ
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
複
雑
で
多
岐

に
渡
る
支
援
内
容
を
、
一
覧
形
式
で
提
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

内
容
は
「
障
害
種
別
」
、
「
レ
ベ
ル
別
」
、
「
対
応
場
面
別
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

大
学
等
は
、
在
籍
す
る
障
害
学
生
の
個
別
の
状
況
や
教
育
理
念
な
ど
に

応
じ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

國
個
々
の
支
援
内
容
の
詳
細
な
説
明
が
見
ら
れ
る

　
さ
ら
に
、
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』
の
「
（
一
）
サ
ー
ビ
ス

（
ソ
フ
ト
）
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
よ
り
具

体
的
な
情
報
を
「
詳
細
ぺ
ー
ジ
」
に
お
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
各
支

援
内
容
の
概
要
や
体
制
、
必
要
な
設
備
・
備
品
、
経
費
な
ど
の
詳
細
な

情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
学
等
は
、
よ
り
具
体
的
に
支
援

体
制
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』

は
、
W
E
B
と
冊
子
（
紙
媒
体
）
の
両
方
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

圏
『
は
じ
め
て
障
害
学
生
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
』
『
障
害
学
生
修

　
学
支
援
の
た
め
の
F
A
Q
』
も
公
表

　
J
A
S
S
O
は
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』
と
あ
わ
せ
て
、

『
は
じ
め
て
障
害
学
生
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
』
『
障
害
学
生
修
学

支
援
の
た
め
の
F
A
Q
』
を
公
表
し
ま
し
た
。
『
は
じ
め
て
障
害
学
生
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
』
は
、
障
害
学
生
修
学
支
援
業
務
に
初
め
て

取
り
組
む
人
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
筑
波
技
術
大
学
教
授
の
石
田

久
之
先
生
（
J
A
S
S
O
客
員
研
究
員
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
作
成
し

て
お
り
ま
す
。
入
学
相
談
、
授
業
保
障
な
ど
、
基
本
的
な
支
援
体
制
や

方
策
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
の
が
特
長
で
す
。
ま

た
、
『
障
害
学
生
修
学
支
援
の
た
め
の
F
A
Q
』
は
障
害
学
生
修
学
支
援

業
務
に
関
す
る
基
本
的
な
疑
問
に
Q
＆
A
形
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

　
『
は
じ
め
て
障
害
学
生
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
』
は
W
E
B
と
冊

子
（
紙
媒
体
）
で
、
『
障
害
学
生
修
学
支
援
の
た
め
の
F
A
Q
』
は
W
E

B
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
S
S
O
は
『
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
』
『
は
じ
め
て
障
害

学
生
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
』
『
障
害
学
生
修
学
支
援
の
た
め
の
F

A
Q
』
を
通
じ
て
、
大
学
等
に
お
け
る
障
害
学
生
修
学
支
援
情
報
を
提

供
し
、
高
等
教
育
の
機
会
均
等
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
実
現

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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（
＊
1
）
メ
ニ
ュ
ー
の
各
支
援
内
容
は
あ
く
ま
で
障
害
学
生
修
学
支
援
の
参
考

　
情
報
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
の
各
支
援
内
容
の
優
先
度
や
重
要
性
は
、
大
学
等

　
の
規
模
や
支
援
を
希
望
す
る
障
害
学
生
在
籍
数
等
に
よ
り
異
な
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

　
必
要
と
な
る
支
援
内
容
は
、
障
害
の
程
度
や
個
人
の
状
況
に
よ
っ
て
変

　
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て

　
は
、
当
該
学
生
と
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
関
係
各
位
の
ご

　
意
見
を
頂
戴
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
改
善
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
（
最
新
情
報
は
W
E
B
版
で
随
時
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。
）

【
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
学
生
生
活
部
　
特
別
支
援
課

小
越
吉
田

O
電
話
”
〇
四
五
i
九
二
四
ー
〇
三
六
二

〇
メ
ー
ル
謀
O
ざ
富
房
霧
匡
窪
⑤
冨
。。
。。
O
面
O
ら
℃

O
U
R
L
H
鐸
受
＼
≧
ミ
≦
宕
。。
。り
O
。
α
q
£
℃
＼
ε
巨
げ
①
房
弱
1
。
。
巨
Φ
ミ

⇔
平
成
一
七
年
度
私
費
外
国
人
留
学
生
生
活
実
態
調
査

　
概
要

　
現
在
、
我
が
国
で
学
ん
で
い
る
留
学
生
数
は
、
平
成
一
七
年
五
月
現
在
、

一
二
万
一
八
一
二
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
私
費
外
国
人
留
学
生
数
は
、
一

一
万
一
八
人
（
九
〇
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
日
本
学
生
支
援
機
構
調
べ
）
。

　
本
機
構
で
は
、
平
成
一
七
年
一
一
月
に
、
我
が
国
の
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
、
大
学
院
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
在
籍
す
る
私
費
外

国
人
留
学
生
（
五
五
〇
〇
人
）
を
対
象
に
生
活
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

〈
調
査
の
目
的
と
方
法
〉

一
●
調
査
目
的
　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
で
学
ぶ
私
費
外
国
人
留
学
生

　
の
標
準
的
な
生
活
の
状
況
を
把
握
し
、
経
済
的
な
実
状
等
を
明
ら
か

　
に
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
が
実
施
す
る
外
国
人
留

　
学
生
に
対
す
る
各
種
の
支
援
事
業
の
改
善
、
充
実
を
図
る
た
め
の
基

　
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

二
●
調
査
対
象
　
我
が
国
の
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
、
大
学
院
及
び

　
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
（
以
下
、
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
在
籍
す
る

　
私
費
外
国
人
留
学
生
で
、
我
が
国
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

　
の
別
表
第
1
に
定
め
る
「
留
学
」
の
在
留
資
格
を
有
す
る
者
（
国
費

　
外
国
人
留
学
生
制
度
実
施
要
項
に
定
め
る
国
費
外
国
人
留
学
生
及
び

　
外
国
政
府
が
派
遣
す
る
政
府
派
遣
留
学
生
を
除
く
）
を
対
象
と
し
た
。

三
．
調
査
方
法
　
全
国
の
国
公
私
立
大
学
等
の
協
力
を
得
て
、
協
力
校

　
に
在
籍
す
る
私
費
外
国
人
留
学
生
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
を
行
い
、

　
所
定
の
調
査
票
（
無
記
名
）
を
送
付
し
、
回
収
し
た
。

　
　
な
お
、
協
力
校
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
公
私
立
大
学
等
別
の

　
留
学
生
在
籍
率
及
び
地
域
分
布
等
を
考
慮
し
た
。

四
調
査
対
象
人
数
　
五
五
〇
〇
人
（
国
立
大
学
六
一
校
九
六
七
人
、

　
公
立
大
学
二
二
校
一
二
九
人
、
私
立
大
学
八
九
校
二
九
六
一
人
、
短

　
期
大
学
三
九
校
一
九
三
人
、
専
修
学
校
六
〇
校
一
二
五
〇
人
）

五
●
調
査
実
施
時
期
　
平
成
一
七
年
一
一
月

〈
調
査
の
内
容
〉
①
日
本
留
学
前
の
状
況
、
②
在
日
・
在
学
年
数
及
び
入
学
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前
の
活
動
、
③
留
学
後
の
日
本
へ
の
印
象
等
、
④
収
入
、
⑤
奨
学
金
、
⑥

支
出
、
⑦
ア
ル
バ
イ
ト
、
⑧
授
業
時
間
を
除
く
学
習
・
研
究
時
問
、
⑨

｛墓
・
、
⑩
授
業
料
等
の
保
証
人
、
⑪
健
康
、
⑫
卒
業
後
の
進
路
希
望
等

詳
し
く
は
奔
6
ミ
≦
類
巧
壼
器
o
面
o
む
診
o
ぎ
再
の
匡
黛
呈
甘
ぎ
器
嵩
巨
巨

⇔
第
二
種
奨
学
金
（
海
外
）
に
つ
い
て

　
近
年
の
国
際
化
に
伴
い
、
積
極
的
に
海
外
の
大
学
・
大
学
院
で
学
ぼ

う
と
す
る
学
生
が
増
え
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
及
び
経
済
的
支
援
を
図
る
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
。

　
大
学
・
大
学
院
進
学
予
定
者
を
対
象
と
し
て
、
進
学
を
す
る
前
に
あ

ら
か
じ
め
申
込
む
「
予
約
制
度
」
の
た
め
、
申
込
書
類
の
請
求
・
提
出

先
は
日
本
国
内
の
在
学
校
ま
た
は
出
身
校
。

○
大
学
対
象
の
奨
学
金
に
つ
い
て

〈
募
集
受
付
〉
「
予
約
制
度
」
の
た
め
、
留
学
す
る
年
度
の
前
年
度
六
月

　
下
旬
～
二
月
上
旬
の
間
に
受
付
。

〈
貸
与
月
額
〉
三
万
円
・
五
万
円
・
八
万
円
・
一
〇
万
円
の
選
択
制
。

〈
申
込
資
格
〉
・
留
学
す
る
年
度
の
前
年
度
に
、
日
本
国
内
の
高
等
学
校
、

　
専
修
学
校
高
等
課
程
を
卒
業
見
込
み
の
者
。
・
募
集
受
付
時
に
お
い

　
て
、
日
本
国
内
の
高
等
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
を
卒
業
後
二
年

　
以
内
の
者
。

〈
対
象
者
Y
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
に

　
困
難
が
あ
る
者
。
・
学
位
取
得
を
目
的
と
し
て
積
極
的
に
海
外
の
大

学
に
進
学
を
希
望
す
る
者
。
・
海
外
の
大
学
を
卒
業
す
る
能
力
を
有

す
る
こ
と
に
つ
い
て
在
学
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
者
。

詳
し
く
は
　
誉
8
ミ
巧
類
妻
壼
。
。
参
o
q
o
む
＼
駐
岩
ミ
韓
轟
畳
嵩
誉
巨

⇔
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

　
獣
医
学
教
育
の
現
状
と
現
場
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

　
の
相
互
理
解
向
上
の
探
求
i
」

主
　
催
”
酪
農
学
園
大
学

共
　
催
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
六
月
二
五
日
（
日
）
～
七
月
八
日
（
土
）

　
酪
農
学
園
大
学
で
は
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
東
フ
ィ
リ
ピ

ン
大
学
の
獣
医
学
部
か
ら
学
生
八
名
引
率
教
員
二
名
を
招
へ
い
し
、
国
際

大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
獣
医
学
教
育
の
現
状
と
現

場
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
相
互
理
解
向
上
の
探
求
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
東
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
の
学
生
と
日
本
側
学
生
の

一
対
一
の
交
流
体
験
が
べ
ー
ス
で
、
期
間
中
、
東
フ
イ
リ
ピ
ン
大
学
の

学
生
は
日
本
側
学
生
の
ア
パ
ー
ト
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
同
じ
講
義

を
受
講
し
、
実
習
・
実
験
な
ど
を
体
験
、
獣
医
学
部
教
員
等
に
よ
る
多

く
の
特
別
講
義
等
を
受
講
し
た
。
（
写
真
は
九
月
号
に
掲
載
）

⇔
外
国
人
学
生
の
た
め
の
進
学
説
明
会

我
が
国
の
日
本
語
教
育
機
関
等
に
在
籍
し
、
大
学
（
大
学
院
を
含
む
。
）
、
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か
年

む
甲講器

短
期
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
へ

の
進
学
を
目
指
し
て
い
る
外
国
人
就
学
生
等
が
、
進
学
希
望
に
合
っ
た

大
学
等
を
選
択
す
る
た
め
、
我
が
国
の
大
学
等
の
参
加
を
得
て
、
個
々

の
大
学
等
の
教
育
、
研
究
上
の
特
色
等
に
関
す
る
最
新
で
的
確
な
情
報

の
提
供
を
行
う
。

主
　
　
催
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

〈
東
京
会
場
〉

　
平
成
一
八
年
七
月
二
日
（
日
）
一
〇
”
O
O
～
一
六
”
O
O

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
展
示
ホ
ー
ル
D

　
参
加
大
学
・
機
関
数
　
一
五
九
大
学
、
二
機
関

　
入
場
者
総
数
　
三
〇
三
九
名

〈
大
阪
会
場
〉

　
平
成
一
八
年
七
月
一
六
日
（
日
）
一
〇
”
O
O
～
一
六
H
O
O

　
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
－
大
阪
国
際
会
議
場
三
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
参
加
大
学
・
機
関
数
　
一
〇
七
大
学
、
三
機
関

　
入
場
者
総
数
　
二
一
二
四
名

令
東
京
＝
　
大
学
フ
エ
ア
㎞
広
島

開
催
日
”
平
成
一
八
年
七
月
一
五
日
（
土
）

場
　
所
”
広
島
国
際
会
議
場
（
B
2
F
　
国
際
会
議
ホ
ー
ル
ヒ
マ
ワ
リ
）

来
場
者
数
一
七
三
七
人
（
主
催
者
発
表
）

相
談
者
数
二
〇
人

　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
ブ
ー
ス
で
は
、
来
場
者
か
ら
熱
心

な
相
談
を
受
け
た
。
主
な
相
談
内
容
は
、
奨
学
金
の
種
類
と
申
込
条
件
、
申

込
時
期
・
申
込
方
法
（
必
要
書
類
等
）
、
予
約
採
用
の
申
込
み
と
侯
補
者
決
定

後
の
手
続
き
、
貸
与
利
率
だ
っ
た
。
大
学
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に

置
か
れ
た
「
奨
学
金
ガ
イ
ド
」
「
機
関
保
証
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
各
一
〇
〇
部
は

閉
場
ま
で
に
配
布
を
終
了
し
た
。
（
中
国
支
部
）
（
写
真
は
八
月
号
に
掲
載
）

⇔
海
岸
・
海
浜
及
び
会
館
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
と
交
流
会

主
催
団
体
”
大
分
県
別
府
市

開
催
日
”
平
成
一
八
年
七
月
一
六
日
（
日
）

場
所
”
①
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
」
海
岸
・
海
浜
清
掃
（
会
館
隣

　
　
　
接
の
ス
パ
ビ
ー
チ
）
、
②
大
分
国
際
交
流
会
館
周
辺
、
別
府
市

　
　
　
立
北
小
学
校
周
辺
及
び
国
道
一
〇
号
線
沿
道

参
加
者
”
二
六
名
（
大
分
国
際
交
流
会
館
館
生
二
一
名
（
留
学
生
一
六
名
、

　
　
　
日
本
人
学
生
五
名
）
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
職

　
　
　
員
三
名
、
財
団
法
人
日
本
国
際
塾
目
支
援
協
会
職
員
二
名
）

　
大
分
国
際
交
流
会
館
で
は
、
別
府
市
主
催
の
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸

内
」
海
岸
・
海
浜
清
掃
に
参
加
し
、
会
館
隣
接
の
ス
パ
ビ
ー
チ
を
別
府

市
民
約
一
〇
〇
〇
人
と
一
緒
に
清
掃
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
大
分
国
際

交
流
会
館
に
再
集
合
し
、
会
館
周
辺
、
別
府
市
立
北
小
学
校
周
辺
及
び

国
道
一
〇
号
線
沿
道
の
清
掃
を
行
っ
た
。
清
掃
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
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今
回
の
反
省
等
を
交
え
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
形

式
で
昼
食
会
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
今
回
は
市
の
清
掃
課
と
事
前
相
談
し
、
清
掃
用
具
の
借
用
や

作
業
後
の
ゴ
ミ
収
集
の
協
力
な
ど
理
解
を
得
ら
れ
、
大
変
意
義
深
い
会

館
の
行
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
大
分
事
務
所
）
（
写
真
は

八
月
号
に
掲
載
）

⇔
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
『
留
学
』
が
世
界
に
も
た
ら
す

　
も
の
i
関
係
性
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
共
生
1
」

　
　
国
際
研
究
交
流
大
学
村
開
村
五
周
年
記
念
事
業

　
　
国
士
舘
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研
究
科
開
設
記
念

盆　会開助主
　　催
者　日
数場時成催

”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
士
舘
大
学

ズ
財
）
中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
助
成
事
業

”
平
成
一
八
年
七
月
一
七
日
（
月
と
三
”
O
O
～
一
八

”
東
京
国
際
交
流
館
　
プ
ラ
ザ
平
成

”
二
〇
一
名

”
O
O

フ
ロ
グ
ラ
ム
。

・
基
調
講
演
1
「
留
学
ー
新
し
い
視
点
を
求
め
て
」
イ
シ
ェ
ン
グ
ル
・

ボ
ル
ジ
ュ
ロ
ワ
　
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
副
首
相
、
キ
ル
ギ
ス
国
立
民
族

大
学
前
学
長

．
基
調
講
演
H
「
わ
た
し
の
留
学
体
験
と
そ
の
後
」
村
井
吉
敬
　
上
智

大
学
外
国
語
学
部
教
授

．
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
『
留
学
』
が
世
界
に
も
た
ら
す
も
の

1
関
係
性
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
共
生
i
」

パ
ネ
リ
ス
ト
”
黄
智
慧
台
湾
中
央
研
究
院
民
族
學
研
究
所
研
究
員
・
台

湾
大
兼
任
講
師
、
宮
地
尚
子
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
、

張
竜
傑
韓
国
慶
南
大
学
教
育
学
部
副
教
授
、
邪
志
強
国
士
舘
大
学
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
二
一
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授

モ
デ
レ
ー
タ
ー
”
土
佐
昌
樹
国
士
舘
大
学
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
セ
ン
タ

　
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
二
一
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授
（
写
真
は
「
大
学

と
学
生
」
九
月
号
に
掲
載
）

⇔
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
　
慶
北
－
浜
松
学
生
交
流
セ

　
ミ
ナ
ー
「
お
互
い
の
長
所
を
学
び
、
連
携
を
深
め
よ
う
」

主
　
催
”
浜
松
医
科
大
学

共
　
催
”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

開
催
日
時
“
平
成
一
八
年
七
月
二
四
日
（
月
）
～
八
月
三
日
（
木
）

　
浜
松
医
科
大
学
で
は
、
学
術
交
流
協
定
締
結
校
で
あ
る
慶
北
大
学
校

医
科
大
学
（
韓
国
”
大
邸
市
）
か
ら
学
生
一
〇
名
、
教
員
三
名
、
計
二
二

名
を
招
へ
い
し
、
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
慶
北
i
浜
松
学
生
交
流
セ

ミ
ナ
ー
『
お
互
い
の
長
所
を
学
び
、
連
携
を
深
め
よ
う
』
」
を
開
催
し
た
。

　
慶
北
・
浜
医
合
同
講
義
、
P
B
L
実
習
、
医
学
倫
理
、
C
O
E
プ
ロ

グ
ラ
ム
担
当
教
員
に
よ
る
講
義
等
が
行
わ
れ
、
講
義
の
ほ
か
に
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
、
工
場
見
学
等
も
行
わ
れ
た
。
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